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新図書館の施設規模について（案）
◆ 開架エリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２００㎡開架スペース　　図書：２８万冊程度　　　　　　　 ３，３００㎡　　　　　
　　　　　　　　　　インターネット、データベース端末の設置
ＯＰＡＣ（オンライン蔵書目録）、電子書籍等の整備
　　　　　　　　　　新聞・雑誌、視聴覚資料、郷土資料コーナー
マイクロ資料室、読書相談室、ビデオブース等
　　　　　　　　　　閲覧スペース（閲覧席　５００席程度）
　　　　　　　　　　カウンター廻りスペース
　　　　　　　　　（総合案内カウンターとサービスカウンター（相談等含む））
　エリア内通路・その他　　利用部門の面積の３０％程度　　９００㎡
◆ 保存エリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，６００㎡
　　　　　　　　　　保存書庫：１７０万冊程度　　４，２００㎡
（集密書庫、積層式普通書庫を半々程度、実質６，０００㎡程度を確保）
　　　　　　　　　　貴重書庫　　４００㎡
◆ 交流・会議・研修等のエリア　　　　　　　　　　　　　　　１，０００㎡
　　　　　　　　　　ホール（１６０～１８０人程度）
会議室（８０人と３０人程度の２室）
展示室、郷土資料閲覧室等
◆ 管理スペースエリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，１００㎡
　　　　　　　　　　視聴覚機材資料室、図書選定・装備室
コンピュータ室、市町村支援室（７万冊）等
事務室、館長室、応接室、休憩室、更衣室等
◆ その他のスペース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，１００㎡
　　　　　　　　　　通路、エントランスホール、トイレ、倉庫
　　　　　　　　　　機械室・電気室等
◆ 総合計（延床面積）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，０００㎡　　
· 面積は不確定要素を含むため、想定数値である。
·  将来の書庫の拡張スペースは確保する。
